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本展では、大正から戦後にかけて、変遷する時代と向き合った画家たちによる、様々な想いを託した風景画を中心に紹介します。

車などを運転する方へ

交通ルールを
守りましょう守りましょう

自転車安全利用五則を守ろう自転車安全利用五則を守ろう
　信号を守る、一時停止をするなど、交通ルールは交通事故を未然に防ぐ
ためのものです。
　自転車を利用するにあたって、被害者・加害者とならないために、自転
車安全利用五則を守りましょう。

自転車安全利用五則自転車安全利用五則
1 車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
2  交差点では信号と
一時停止を守って、 
安全確認
3 夜間はライトを点
灯
4 飲酒運転は禁止
5 ヘルメットを着用

自転車のルール・マナーをアプリで学ぼう自転車のルール・マナーをアプリで学ぼう
　自転車の事故事例やルール・マナーの学習、自転車走行
の体験学習をスマートフォンなどで行うことができるアプ
リ「輪トレ(りんトレ)」を配信しています。詳しくは、東京
都生活文化スポーツ局ホームぺージをご覧ください。

小学生は幼児座席に乗車できません小学生は幼児座席に乗車できません
　幼児座席に乗車できるのは、未就学児までとなります。小学生のお子さ
んを乗せて自転車を運転することは二人乗りとなり、事故の危険も高まる
ためお控えください。

自転車用ヘルメットを着用しよう自転車用ヘルメットを着用しよう
　自転車の事故では、頭部の損傷が致命傷になります。ヘルメットの非着
用時は着用時に比べて、交通事故に遭った際の致死率が1.9倍も高くなり
ます。自転車を運転する際は、必ずヘルメットを着用しましょう。

自転車に関する罰則が強化されました自転車に関する罰則が強化されました
　昨年11月から、自転車の「運転中のながらスマホ」や「酒
気帯び運転・ほう助」などに対する罰則が強化されまし
た。詳しくは、区ホームページをご覧ください。

自転車が関連する交通事故が多発しています。今一度、交通ルールを見直しましょう。

問　合 板橋区土木計画・交通安全課交通安全・啓発助成係☎3579－2297
板橋警察署☎3964－0110、志村警察署☎3966－0110、高島平警察署☎3979－0110

　歩行者専用道路の標識が設置されている通
学路の一部道路では、児童・生徒の安全確保
のため、許可車両などを除く車両は通行でき
ません。※バリケードの設置有無に関わらず
通行できません。違反した場合は、警察によ
る取り締まりの対象となります。 歩行者専用道路標識

寺田政明「運河と人」 長谷川利行「水泳場」

ところ・問合
区立美術館☎3979－3251

〈月曜休館。ただし５月５日㈷・６日㉁は開館し７日㈬休館〉

と　き
４月26日㈯～６月15日㈰、９時30分～17時(入館は16時30分まで)

期間中の催し
講演「長谷川利行の1930年代、隅田川岸をさまよう」
▶とき＝４月26日㈯14時～15時30分▶講師＝美術史家　原田光▶
定員＝60人(先着順)※当日、直接会場へ。
美術講座「探検　発見　風景画」
▶とき＝５月10日㈯14時～15時30分▶定員＝20人(申込順)▶費用
＝500円▶申込＝４月26日㈯朝９時から、電話で、区立美術館
学芸員によるギャラリートーク
▶とき＝５月３日㈷・17日㈯、14時～14時30分※当日、直接会場へ。

５月は自転車月間

あの時の風景あの時の風景
特集展示  あの風景を見つめる目特集展示  あの風景を見つめる目

区区立立美美術術館館館館蔵蔵品品展展

※費用の明示がないものは無料
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郵送・オンラインなどでできる手続きをご活用ください。詳しくは、区ホームページをご覧ください

“板橋”

①子ども・若者・
子育て世代が

住みたくなるまち

①子ども・若者・
子育て世代が

住みたくなるまち

③安心して
住み慣れた地域で
暮らせるまち

③安心して
住み慣れた地域で
暮らせるまち

④すべての人が
健康で自分らしく
輝けるまち

④すべての人が
健康で自分らしく
輝けるまち

⑥板橋らしい
産業の魅力を
創造・発信する
にぎわいあふれる

まち

⑥板橋らしい
産業の魅力を
創造・発信する
にぎわいあふれる

まち

⑤スポーツ・文
化に親しみ魅力
へつなげるまち

⑤スポーツ・文
化に親しみ魅力
へつなげるまち

⑦みどり豊かで
人と地球に
やさしいまち

⑦みどり豊かで
人と地球に
やさしいまち

⑨身近な暮らしの中
でこころの豊かさを
感じる魅力に
あふれるまち

⑨身近な暮らしの中
でこころの豊かさを
感じる魅力に
あふれるまち

⑧地域で支え合い
安心・安全に
暮らせるまち

⑧地域で支え合い
安心・安全に
暮らせるまち

②学びを通じて
成長と幸せを
実感できるまち

②学びを通じて
成長と幸せを
実感できるまち

～将来像～

未来をひらく
緑と文化のかがやくまち
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基本構想のイメージ図

　区は、平成27年に議決した基本構想の将来像「未来をはぐくむ緑と文化のか
がやくまち“板橋”」の実現に向け、基本計画などを推進してきましたが、計画
期間の終了が近づき、次期基本構想・基本計画の策定を進めています。
　そのため、「板橋区基本構想審議会」を設置し、新たな区の将来像などについ
て議論を重ね、このたび中間答申をまとめました。今回は、その概要をお知ら
せします。

板橋の未来を描きます板橋の未来を描きます
板橋区基本構想審議会「中間答申」を公表し板橋区基本構想審議会「中間答申」を公表し
パブリックコメント（意見）を募集しますパブリックコメント（意見）を募集します

問　合 政策企画課総合計画係☎3579－2013

① 子ども・若者・子育て世代が住みたくなる
まち【子ども・若者】

　板橋の宝であり、未来を担う子どもたちが笑顔で
暮らせるためには、子どもや若者、子育て世代一人
ひとりが板橋での暮らしに愛着と誇りを感じ、住み
たい・住み続けたいと思うまちづくりを進めること
が大切です。
　子ども・若者・子育て世代が住みたくなるまちを
めざします。

② 学びを通じて成長と幸せを実感できるまち
【教育】
　子どもからおとなまで、あたたかなこころをはぐ
くむためには、生涯を通じて学び続け、成長を実感
することで幸せを感じられるまちづくりを進めるこ
とが大切です。
　学びを通じて成長と幸せを実感できるまちをめざ
します。

③ 安心して住み慣れた地域で暮らせるまち
【福祉・介護】
　誰もが安心して住み慣れた板橋で暮らし続けてい
くためには、どのような時でも、一人ひとりがあた
たかいこころでともに支え合えるまちづくりを進め
ることが大切です。
　安心して住み慣れた地域で暮らせるまちをめざし
ます。

④ すべての人が健康で自分らしく輝けるまち
【健康】
　人生100年時代を迎える中、誰もが生涯を通じて
生きがいを感じ、幸せを実感するためには、一人ひ
とりが健康を持続できるまちづくりを進めることが
大切です。
　すべての人が健康で自分らしく輝けるまちをめざ
します。

⑤ スポーツ・文化に親しみ魅力へつなげるまち
【スポーツ・文化】
　誰もが笑顔あふれるまちをみんなでつくるために
は、スポーツや文化を身近に感じることができ、次
世代に板橋の文化を継承できるまちづくりを進める
ことが大切です。
　スポーツ・文化に親しみ魅力につなげるまちをめ
ざします。

⑥ 板橋らしい産業の魅力を創造・発信する
にぎわいあふれるまち【産業】

　板橋の特徴的な工業・商業・農業が持続的に発展
し、 区民の生活が豊かになるためには、業歴や業種
などの垣根を越え、それぞれの強みを活

い

かしてつな
がることで生まれる、これまでにない革新的な価値
の創造、ひいては魅力あふれる板橋産業ブランドの
確立に向けたまちづくりを進めることが大切です。
　板橋らしい産業の魅力を創造・発信するにぎわい
あふれるまちをめざします。

⑦ みどり豊かで人と地球にやさしいまち
【環境】
　板橋が誇る豊かな自然環境を未来へつなぐために
は、一人ひとりがあたたかいこころでみどりと共存
できる人と地球にやさしいまちづくりを進めること
が大切です。
　みどり豊かで人と地球にやさしいまちをめざしま
す。

⑧ 地域で支え合い安心・安全に暮らせるまち
【防災・危機管理】
　災害、犯罪、事故などあらゆる危機から生命と財
産を守り、誰もが安心・安全を実感するためには、
みんなが「板橋を守る」意識を持ち、人と人、また人
と地域のつながりを高められる強

きょうじん

靭なまちづくりを
進めることが大切です。
　地域で支え合い安心・安全に暮らせるまちをめざ
します。

⑨ 身近な暮らしの中でこころの豊かさを感じる
魅力にあふれるまち【都市づくり】

　持続可能なまちを未来へつなぐためには、一人ひ
とりが板橋に愛着を感じ、次世代に誇れるまちづく
りを進めることが大切です。
　身近な暮らしの中でこころの豊かさを感じる魅力
にあふれるまちをめざします。

基本理念基本理念

将 来 像将 来 像

ひとの視点「あたたかいこころでともに歩む」
　すべての人が多様性を認め合い、互いに支え合うこころを大切にし、
ともに成長し、歩んでいくあたたかいまちをみんなでつくります。
まちの視点「笑顔あふれるまちをみんなでつくる」
　世代を超えた交流と学びを通じて、一人ひとりが幸せを感じ、笑顔あ
ふれる魅力的なまちをみんなでつくります。
みらいの視点「ゆたかな環境を未来へつなぐ」
　自然環境、都市環境などの様々な環境を守り育て、育んできた文化を
次世代に引き継ぎ、持続可能でにぎわいあふれるまちをみんなでつくり
ます。

誰もが幸せを実感している
　豊かな自然や歴史、文化が守られつつ新たな魅力も創出され、すべて
の人々が幸せを実感できるまちづくりが進んでいます。
つながりと愛着がはぐくまれている
　人と人、人と地域のつながりを大切にするあたたかな社会が形成さ
れ、多様な人々が活発に交流し、板橋での暮らしや地域に対する愛着と
誇りが深まっています。

基本構想の実現に取り組むすべての人が
念頭に置くべき基本的な考え方

将来像につながる「９つのめざす姿」
将来像の実現に向け、将来像を９つの視点から具体化した概ね10年後の「めざす姿」

概
おおむ

ね10年後の区のめざす姿

将来像が実現されたまちの姿

～新たなページを「開く」ように未来を描き、ともに「切り拓いていく」～
未来をひらく　緑と文化のかがやくまち“板橋”

▶閲覧場所＝政策企画課(区役所４階⑫窓口)・区政資料室(区役所１階⑦窓口)・各地域センター・区立各図書館・区ホームページ▶対象＝
区内在住・在勤・在学の方、区内事業者、区内で活動する個人・法人・団体など▶閲覧期間＝４月19日㈯～５月12日㈪▶意見書の提出＝５
月12日(必着)まで、申込記入例(４面)の項目、法人・団体の場合は名称・所在地・代表者氏名、区内で活動する個人・法人・団体の場合は
活動内容を明記のうえ、直接または郵送・FAX・Eメール・区ホームページで、政策企画課総合計画係 3579－4211 sk-sseisaku1@city.
itabashi.tokyo.jp※提出された意見に個別の回答は行いません。意見に対する区の考え方を後日公表します。

全文の閲覧と意見の募集

▲詳しくは
こちらから
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※費用の明示がないものは無料

夜間・休日診療に関する案内は、毎月第４土曜発行号に掲載しています

…「オンラインのみ」または「オンラインを含むもの」凡例

お 知らせ
４月から男女平等推進センターの 
受付体制が変わりました
　従来のチャット相談からLINEを活用した相
談に変更し、男性及び性的マイノリティの方の
面談を開始しました。家庭・職場での人間関係
やDV、性別に起因する悩みなどを相談できま
す。ぜひ、ご利用ください。※詳しくは、区ホ
ームページをご覧ください。
▶問＝男女社会参画課男女平等推進係☎3579−
2486

特別弔慰金の請求を受け付けます
　令和７年４月１日（基準日）において、恩給法
による公務扶助料・戦傷病者戦没者遺族等援護
法による遺族年金などを受ける方（戦没者等の
妻・父母など）がいない場合に支給されます。
▶対象＝戦没者等の死亡当時の遺族で🅐〜🅓の
先順位の方１人
🅐基準日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法に
よる弔慰金の受給権を取得した方
🅑戦没者等の子
🅒戦没者等の父母・孫・祖父母・兄弟姉妹
※死亡当時の生計関係などにより、順番が入れ
替わります。
🅓🅐〜🅒以外の戦没者等の三親等内の親族（甥

おい

・姪
めい

など）※戦没者等の死亡時まで、引き続
き１年以上の生計関係を有していた方。

▶支給内容＝額面27万5000円・５年償還の記名
国債▶請求期限＝令和10年３月31日㈮※詳しく
は、お問い合わせください。▶請求・問＝直接
（７月31日㈭までは事前に予約が必要）または郵
送で、生活支援課援護係（区役所８階⑮窓口、
〒173−8501）☎3579−2212または赤塚支所住民
サービス係（〒175−0092赤塚６−38−１）☎
3938−5113

令和７年度区政事務事業説明会
を行います

▶とき＝４月22日㈫16時から▶内容＝区の重点
施策などの紹介※YouTube区公式チャンネル
で配信▶問＝地域振興課地域振興係☎3579−
2163

介護者こころの相談
▶とき＝５月13日㈫、14時から・15時から、各
１回制▶内容＝臨床心理士による介護の悩み相
談▶対象＝区内在住で、65歳以上の家族を介護
している方▶定員＝各回１人（申込順）▶ところ
・申込・問＝４月21日㈪朝９時から、電話で、
おとしより保健福祉センター特別援護係☎5970
−1115

外国人のための法律相談
▶とき＝５月15日㈭13時30分〜16時30分※相談
時間は１人30分▶内容＝電話・オンライン会議
システム「Zoom」によるビザ・労働・離婚など
の相談▶対象＝外国籍の方▶申込＝５月８日㈭
まで、（公財）板橋区文化・国際交流財団ホーム
ページ▶問＝同財団（グリーンホール内）☎3579
−2015

花づくりグループ参加団体募集
▶内容＝公園の花壇での花苗の植え付け・水や
り・除草などのボランティア活動※活動場所は
区と協議のうえ決定※花苗などの支給（年２回）
あり※樹木・野菜・果物は植え付け不可▶対象
＝区内在住の３人以上で構成される団体（同居
親族・姻族を除く）※申込方法など詳しくは、
区ホームページをご覧ください。▶問＝南部土
木サービスセンター地域連携係☎3579−2532、
北部土木サービスセンター地域連携係☎5398−
1259

さつきフェスティバル 
出品者・受講生募集
さつき出品者
▶とき＝５月11日㈰〜15日㈭、８時30分〜17時
（最終日は16時まで）※１人３
点まで。さつきの搬入は５月
10日㈯９時〜10時30分・搬出
は15日㈭16時〜17時に区役
所。▶申込＝４月30日㈬朝９
時から、電話で、赤塚支所都
市農業係
寄せ植え教室受講生
▶とき＝５月16日㈮10時〜11時30分▶講師＝
JA東京あおば板橋地区園芸部会　松澤智昭▶
定員＝20人（抽選）▶費用＝1000円▶申込＝４月
28日（必着）まで、往復はがきで、赤塚支所都市
農業係（〒175−0092赤塚６−38−１）※申込記
入例（４面）参照

[いずれも]
▶ところ＝イベントスクエア（区役所１階）▶問
＝赤塚支所都市農業係☎3938−5114

※申込開始日の明示がないものは月曜朝９時から受付

　健康ガイド

はじめての歯みがきひろば
▶とき＝５月23日㈮10時20分〜11時30分▶内容
＝子どもの歯みがき相談・保護者の歯科相談▶
対象＝区内在住で、令和６年３月〜７月生まれ
のお子さんとその保護者▶定員＝16組（申込順）
▶持物＝母子健康手帳・バスタオル▶ところ・
申込・問＝電子申請（区ホームページ参照）で、
赤塚健康福祉センター☎3979−0511

骨粗しょう症予防検診
▶とき＝５月〜来年２月▶ところ＝区内協力医
療機関▶内容＝問診、骨密度・握力測定▶対象
＝区内在住で、来年３月31日時点で40・45・50
・55・60・65・70歳になる女性の方※対象者に
は、４月24日㈭に受診券をお送りします。※４
月以降に転入した対象者は、申込が必要。直接
または電話・はがき・電子申請（区ホームペー
ジ参照）で、健康推進課健（検）診申込窓口（区役
所３階㉑窓口）☎3579−2319（申込記入例４面の
項目と生年月日を明記）。※骨粗しょう症で治
療中・経過観察中の方は受診不可▶費用＝500
円※🅐70歳の方🅑生活保護・中国残留邦人など
に対する支援給付を受給中の方🅒住民税非課税
世帯の方は無料。🅑🅒は事前に健康推進課へ申
請が必要（受診後の申出による費用の返還は不
可）。▶問＝健康推進課成人健診係☎3579−
2312

離乳食から幼児食へのすすめ方
▶とき＝６月３日㈫、10時〜11時・14時〜15
時、各１回制▶内容＝講義・料理展示・試食▶
対象＝区内在住で、開催日時点で生後９か月〜
１歳６か月のお子さんの
保護者※対象月齢のお子
さんの同伴可▶定員＝各
回10人（申込順）▶ところ
・申込・問＝電子申請（区
ホームページ参照）で、
板橋健康福祉センター☎
3579−2333

医師によるもの忘れ相談
▶とき・ところなど＝ 表 参照▶対象＝区内在
住で、もの忘れで医療機関にかかっていない方
※家族（区外在住を含む）も相談可▶定員＝各回
１人（申込順）▶申込・問＝４月21日㈪朝９時か
ら、電話で、希望会場を担当するおとしより相
談センター
表  医師によるもの忘れ相談
と　き ところ・申込電話

５月14日㈬ 高島平地域センター※申込は三園おとしより
相談センター☎3939−1101

５月15日㈭ グリーンホール503会議室※申込は仲宿おと
しより相談センター☎5944−4611

５月24日㈯ 前野地域センター※申込は前野おとしより相
談センター☎5915−2636

５月26日㈪ 成増アクトホール※申込は成増おとしより相
談センター☎3939−0678

５月30日㈮ 蓮根おとしより相談センター☎5970−9106

※13時10分から・13時50分から、各１回制。

傍 　 聴
男女平等参画審議会
▶とき＝５月２日㈮15時〜17時▶ところ＝グリ
ーンホール２階ホール▶内容＝男女平等参画社
会実現のための行動計画の答申案の検討▶定員
＝10人（申込順）▶申込・問＝４月21日㈪朝９時
から、電話・電子申請（区ホームページ参照）
で、男女社会参画課男女平等推進係☎3579−
2486

休 みます
男女平等推進センター
▶とき＝４月28日㈪※施設点検のため▶問＝男
女平等推進センター☎3579−2790
成増図書館
▶とき＝５月19日㈪〜24日㈯※資料点検・整備
のため▶問＝成増図書館☎3977−6078〈第３月
曜・月末日休館〉

板橋区協定施設でリフレッシュしよう

問　合 くらしと観光課観光振興係☎3579−2251

　区民のみなさんが、割引料金や宿泊特典付きで利用できる民間などの保養施設を紹介しま
す。対象施設・料金など詳しくは、くらしと観光課（情報処理センター６階）・いたばし観光セ
ンターなどで配布する冊子「旅のとも」や、区ホームページをご覧ください。
▶対象＝区内在住・在勤・在学の方（一部施設を除く）▶施設＝協定保養施設（８施設）・フレン
ドシップ（９自治体）

▶予約・問＝電話・FAX・Ｅメール（一部施設を除く）で、各施設（フレンドシップ妙高
は妙高高原観光案内所）※協定保養施設利用または、フレンドシップ利用であることを
お伝えください。※区内在住・在勤・在学が確認できるものを現地でご提示ください。
※利用の取消・変更がある場合は、申出の時期により、所定のキャンセル料が必要。※
別途入湯税・サービス料がかかる場合あり。

協定保養施設・フレンドシップの予約方法
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申込記入例

往復はがきの場合は
返信用の宛名面にも
郵便番号・住所・氏名
を記入

※原則●❶～●❺を全て記入
※ 区内在勤・在学の場合は●❻勤務先(所在地)・
学校名を記入
※ 記事内に指定がある場合は●❼その他記載事項
を記入
※原則１人１枚

〒173－8501　 板橋区役所(住所記入不要)
〇〇〇課〇〇〇係

申込先に住所がない場合の宛先

❶ 催し名・コース
❷ 郵便番号・住所
❸ 氏名(ふりがな)
❹ 年齢
❺ 電話・FAX番号

体験・観賞
親子たこあげ大会
▶とき＝４月26日㈯10時～14時※雨天時は中止
▶ところ＝荒川戸田橋緑地野球場(新河岸３－
１先)▶内容＝たこのプレゼント(小学生以下先
着1000人、10時15分から配付)・手作りたこコ
ンテスト・愛好会による大だこ・珍だこあげな
ど▶問＝地域教育力推進課青少年係☎3579－
2488

プラネタリウムコンサート
「ボサノヴァdeアニメソング」
▶とき＝５月17日㈯、11時～12時・15時～16時
▶出演＝今井亮太郎(ピアノ)ほか▶定員＝各回
190人(申込順)※小学生以下は保護者同伴▶費
用＝2000円※２歳以下で保護者の膝上鑑賞は無
料▶ところ・申込・問＝電話(１申込５人まで)
で、教育科学館☎3559－6561〈月曜休館。ただ
し５月５日㈷・６日㉁は開館し７日㈬休館〉※
同館ホームページからも申込可

ステップ登山体験セミナー
▶とき＝５月24日㈯14時～16時▶ところ＝植村
記念加賀スポーツセンター▶内容＝講義「楽し
く安全に登山をはじめよう」▶講師＝登山家　
山口章▶定員＝18人(申込順)※申込方法など詳
しくは、植村冒険館ホームページをご覧くださ
い。▶問＝同館☎6912－4703〈月曜休館。ただ
し５月５日㈷・６日㉁は開館し７日㈬休館〉

大原ICTパソコン講座
▶コース・ときなど＝ 表 参照▶講師＝ICTサ
ポートボランティア▶対象＝区内在住・在勤・
在学のパソコン初心者▶定員＝A８人B～E10
人(いずれも抽選)▶持物＝パソコン▶ところ・
申込・問＝５月２日(消印有効)まで、往復はが
き(１人１コース)で、まなぽーと大原(〒174－
0061大原町５－18)☎3969－0401〈第３月曜休
館〉※申込記入例参照※締切後空きがある場合
は、５月21日㈬13時から、直接または電話で受
付(申込順)。
表  大原ICTパソコン講座

コース・とき・内容

A６月２日㈪・９日㈪・７月７日㈪・14日㈪ワード基本、ラベル、旅案内、露草のお絵かき

B６月10日㈫・24日㈫・７月８日㈫・22日㈫エクセル基本、グラフ、家計簿、住所録

C６月11日㈬・25日㈬・７月９日㈬・23日㈬エクセル基本、基本的な関数

D６月12日㈭・26日㈭・７月10日㈭・24日㈭エクセル基本、住所録、家計簿、カレンダー

E６月14日㈯・７月12日㈯パソコンお困りごと勉強会
※A～D４日制E２日制※AD10時～12時B18時30分～20時
30分CE14時～16時

グリーンカレッジホールの催し
チアダンス教室
▶とき＝５月８日～来年３月のうち６日間、各
木曜
▶コース・時間
Aおとなクラス…14時30分～15時40分
B キッズクラス…16時30分
～17時20分

▶講師＝STYLEY代表　越
田歩▶対象＝区内在住・在
勤の方(Bは３歳～12歳)▶
定員＝AB各10人▶費用＝
3600円
生き生き講座
▶とき＝５月22日㈭15時～16時30分▶内容＝講
義「腰痛予防」▶講師＝イ
ムス板橋リハビリテーシ
ョン病院医師　富岡曜平
▶対象＝区内在住・在勤
の方▶定員＝50人▶費用
＝300円
韓国伝統楽器カヤグムコンサート
▶とき＝５月31日㈯14時～15時30分▶出演＝キ
ムオル(カヤグム)ほか▶曲目＝京畿民謡(キョ
ンギ民謡)など▶対象＝区内在住・在勤の方▶
定員＝150人▶費用＝700円

[いずれも]
※申込順▶ところ・申込・問＝４月19日㈯朝９
時から、直接または電話で、グリーンカレッジ
ホール☎3960－7701

金継ぎ講座
▶とき＝５月18日㈰10時20分～12時20分▶講師
＝書道家　狐塚仁宏▶対象＝区内在住・在勤・
在学の方▶定員＝８人(抽選)▶費用＝1000円▶
持物＝エプロン、３つ程度に割れた食器・欠け
た食器各１個▶ところ・申込・問＝４月30日(必
着)まで、往復はがき
で、リサイクルプラザ
(〒174－0041舟渡４－
16－６)☎3558－5374
※申込記入例参照※同
プラザホームページか
らも申込可

※費用の明示がないものは無料

　スマートフォンなどから利用できる行政情報アプリ「マチイロ」・多言語対応
アプリ「カタログポケット」・電子チラシサービス「Shufoo！(シュフー)」で、「広
報いたばし」を配信しています。詳しくは、区ホームページをご覧ください。
▶問＝広聴広報課広報係☎3579‒2022

アプリで「広報いたばし」を配信しています

ところ・問合 熱帯環境植物館☎5920－1131
〈月曜休館。ただし５月５日㈷・６日㉁は開館し７日㈬休館〉

 ハーブミスト作り
▶とき＝４月29日㈷、10時30分
～12時・14時～15時30分▶定員
＝各回40人
 緑のカーテン育て方講座
▶とき＝５月１日㈭11時～12時▶定員＝15人※
参加した方に緑のカーテン用の苗をプレゼント
オリジナルこいのぼり作り
▶とき＝５月３日㈷、10時30分～12時・14時30
分～16時▶定員＝各回50人
かんたん マラカス作り
▶とき＝５月４日㈷14時～15時30
分▶定員＝50人
 マリンバコンサート
▶とき＝５月６日㉁、14時～14時50分・16時～
16時50分、各１回制▶出演＝海野茜ほか▶定員
＝50人

[いずれも]
※先着順。当日、直接会場へ。

開催案内
▶とき＝４月22日㈫～５月６日㉁、10時～18時
(入館は17時30分まで)▶入館料＝一般360円、
小・中学生130円、65歳以上の方180円、未就学児
無料※土曜・日曜・祝日・休日は小・中学生無料

展示内容
●葉っぱを触って楽しもう
●植物の香りを嗅いでみよう
●音で楽しもう
●葉っぱの美術館
●緑のカーテン展示
●植物の展示・販売

期間中の催し
 植物の種プレゼント
▶とき＝４月26日㈯・27日㈰、10時～12時(な
くなり次第終了)▶定員＝各日500人

熱帯環境植物館
企画展 五感で楽しむ植物展五感で楽しむ植物展

ご案内社会福祉協議会
サポートぬくもり協力会員募集説明会
　地域住民による支え合い活動（１時間あたり700
円からの謝礼あり）で、家事や外出の付き添いな
どを行う協力会員を募集します。
▶とき＝５月26日㈪14時～15時30分▶ところ＝高
島平地域センター※当日に会員登録をする場合は、
必要な持ち物あり。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。▶申込・問＝４月21日㈪朝９時から、電話
で、サポートぬくもり☎3964－1185

ご案内ご案内いたばし総合いたばし総合
ボランティアセンターボランティアセンター
いたばし結まつり
▶とき＝５月11日㈰10時30分～15時30分▶ところ
＝グリーンホールなど▶内容＝ボランティア・市
民活動団体の活動紹介、ステージパフォーマンス、 
飲食ブースなど※詳しくは、いたばし総合ボラン
ティアセンターホームぺージをご覧ください。▶
問＝同センター☎5944－4601〈月曜・日曜事務局
休み〉

好評発売中
０歳からのジャズコンサート
▶とき＝６月11日㈬、10時30分・15時、各１回制
▶ところ＝グリーンホール１階ホール▶出演＝ク
ニ三上（ピアノ）ほか▶曲目＝ミスティなど▶料金
＝中学生以上1700円・小学生以下300円（全席自
由）※当日300円増※０歳の方から座席必要

芸術をあなたに
● チケットのお求め…電話または区立文化会館 チケット販
売窓口(☎3579－5666､ ９時～20 時)
● 公演内容のお問い合わせ…電話で、(公財)板橋区文化・
国際交流財団(☎3579－3130､ 平日９時～17時)

朝 市〈産業振興課〉
板橋朝市
▶とき＝４月20日㈰朝６時30分から▶ところ＝板
橋宿不動通り商店街（都営三田線「板橋区役所前」
下車）※雨天中止の場合あり▶催し＝餅つき


